
神戸大学創立120周年記念
社会システムイノベーションセンター主催シンポジウム

対象

300名
事前登録者のみ

参加費

無 料

本シンポジウムでは、第1部で本センターの設立以来6年の活動を学会・産業界・地域社会・国際社会に対するイン

パクトの観点から総括します。 さらに、今後目標とするエビデンス・ベースによる社会問題の解決からのSDGs

への貢献について展望します。 第2部では新型コロナウイルス感染症をめぐる社会課題について「コロナ禍の社

会システムイノベーション―産官学・地域支援・国際連携」と題して、センターのプロジェクトを中心に、外部の

専門家をまじえて議論します。 そこではコロナ禍の経済的影響を乗り越えて持続的成長をもたらすための、

金融、行政そして大学の行う地域支援の役割、コロナ禍への法的対応について国際的な観点から検討します。 オンライン開催
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9:00 ～

第1部 社会システムイノベーションセンターの果たす社会的役割と今後の展開

9：15　 10：50
報  　告 センター各部門の主要実績紹介

榎本  正博　／神戸大学社会システムイノベーションセンター長・教授
「センターの将来計画 ： エビデンス・ベースによる政策提言と社会実装、
  そして社会問題の解決によるSDGsへの貢献」

川嶋  四郎　／同志社大学法学部教授
「センターに対する評価と期待」

喜多  隆　／神戸大学副学長・学術研究推進機構副機構長・SDGs推進室長・教授
「ポストコロナ社会における神戸大学のSDGsへの貢献」休憩（10分）

本シンポジウムでは、第1部で本センターの設立以来6年の活動を学会・産業界・地域社会・国際社会に対するイン本シンポジウムでは、第1部で本センターの設立以来6年の活動を学会・産業界・地域社会・国際社会に対するイン

パクトの観点から総括します。パクトの観点から総括します。 さらに、今後目標とするエビデンス・ベースによる社会問題の解決からのSDGs

への貢献について展望します。 第2部では新型コロナウイルス感染症をめぐる社会課題について「コロナ禍の社への貢献について展望します。 第2部では新型コロナウイルス感染症をめぐる社会課題について「コロナ禍の社

ポスト・コロナ時代の
社会システムイノベーション

プログラム

開会挨拶

総合司会 山本  顯治　／神戸大学社会システムイノベーションセンター副センター長9：00　 9：15

藤澤  正人　／神戸大学長
榎本  正博　／神戸大学社会システムイノベーションセンター長

休憩（30分）

司  　会

1. ポストコロナにおける地域の持続的な成長の実現と地域金融
－金融を超えた支援の重要性

基調報告

第2部

11：00　 12：30

「コロナ禍をどう乗り越えるか  ― 産官学・地域連携・国際比較」シンポジウム 

相澤  朋子　／日本大学商学部専任講師・神戸大学経済経営研究所非常勤講師

家森  信善　／神戸大学経済経営研究所教授
「ポストコロナに向けた金融を超えた支援と事業性評価」

パネルディスカッション

司会 家森  信善　／神戸大学経済経営研究所教授

パネリスト 井上  愼治　／池田泉州銀行取締役専務執行役員
日下  智晴　／日下企業経営相談所代表・元金融庁監督局地域金融企画室長
須戸  裕治　／北おおさか信用金庫理事長
宮口  美範　／兵庫県産業労働部産業振興局長



主催／神戸大学社会システムイノベーションセンター

共催／神戸大学大学院法学研究科、大学院経済学研究科、大学院経営学研究科、大学院国際協力研究科、経済経営研究所

お問い合わせ先
神戸大学経済経営研究所 《公開シンポジウム》 担当　　〒657-8501  兵庫県神戸市灘区六甲台町2-1

お電話でのお申し込み、お問い合わせはご遠慮ください。sympo@rieb.kobe-u.ac.jpE-mail

お申し込み
方法

検索社会システムイノベーションセンター

参加をご希望の方は、以下に記載の【WEB申込みフォーム】によりお申し込みください。
【WEB申込みフォーム】は神戸大学社会システムイノベーションセンター・ウェブサイトのトップページにある「ワーク
ショップ・セミナー」からもリンクしています。 WEB申込みフォーム

https://www.ocans.jp/kobe-u?fid=QOxVMKR0

閉会挨拶 鈴木  一水　／神戸大学社会システムイノベーションセンター副センター長

神戸大学創立120周年記念

社会システムイノベーションセンター主催シンポジウム

「ポスト・コロナ時代の社会システムイノベーション」

2. 新型コロナ対策の法と社会  －国際比較の視座午後の部

13：00　 14：30
報  　告 木下  昌彦　／神戸大学大学院法学研究科教授

「立法モデルにおける緊急事態法制
  －アメリカ州憲法下での緊急事態法制から日本の法制度への示唆」

角松  生史　／神戸大学大学院法学研究科教授
「日本におけるCOVID-19に対する法的対応  －任意と強制の間で」

横田  明美　／千葉大学大学院社会科学研究院准教授
「ドイツにおける感染症予防法の多段改正
  －連邦と州、立法と行政の緊張関係」

ソヌリ　／神戸大学大学院博士課程後期課程
「韓国におけるCOVID-19対策費用回収を求める訴訟
 （いわゆる求償権請求）の現況と検討」

パネルディスカッション ： 日英同時通訳

コーディネータ 金子  由芳　／神戸大学社会システムイノベーションセンター副センター長・教授

パネリスト 季  衛東　／上海交通大学中国法と社会研究院長・教授
　　　　　  　SenseTime Co. AI倫理委員会社外顧問

金  暎根　／高麗大学グローバル日本研究院社会災難安全研究センター長・教授
クリストファー・ベルセ　／フィリピン大学レジリアンス研究所長
ムニン・ポンサパン　／タマサート大学法学部長・タイ司法省コロナ対策審議委員

3. コロナ禍の大学の社会的役割  －アジア諸国の状況14：30　 16：00

報  　告 金子  由芳　／神戸大学社会システムイノベーションセンター副センター長・教授
「神戸大学における中小企業支援型の研究教育活動からの示唆」

金  暎根　／高麗大学グローバル日本研究院社会災難安全研究センター長・教授
「韓国におけるコロナ災害と大学の役割  －中小企業研究の前線の視座から」

季  衛東　／上海交通大学中国法と社会研究院長・教授
　　　　　  　SenseTime Co. AI倫理委員会社外顧問

「コロナ禍と中国社会のデジタル化
  －中小企業イノベーションにおける上海交通大学の役割」

プログラム

申込みフォームは
右記QRコードから


